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開催まで

あと 日1 9 4元気と笑顔があふれるまち

₃月27日㈯
◇11時40分～　佐原小学校鼓笛隊の演奏・テー
プカット
◇正午～　佐原の山車曳き廻し
（船戸区・八日市場区・北横宿区・下新町区）

◇13時～　元関脇、高見山による餅つきとつき
たて餅の無料配布（なくなり次第終了）
◇14時～　和太鼓演奏（ＹＡＭＡＤＡ星太鼓）
◇15時～　和太鼓演奏（和太鼓「響

ひびき

」）
◇その他　降雨体験車、舟運体験（無料）、ボー
ト･カヌー、利根川遊覧船体験（有料）、椎茸の
植菌体験（有料）など

₃月28日㈰　
◇11時～、14時～　よさこい演舞
◇13時～　bayfm DJ門脇知子登場！
◇15時～　まぐろ解体ショー
◇その他　ボート･カヌー・利根川遊覧船体験

（有料）、椎茸の植菌体験（有料）など

わくわくお得な₂日間（先着順）

◇しじみ汁無料
◇空クジなし！大抽選会
　お買い上げ1000円毎に₁回抽選のチャンス！

※₃月27日㈯は式典が行われるため、一般車の
入場は10時30分からとなり、大型車は27・28日
の両日入場できません
※式典終了後も山車の乱曳きが市内の4町内を
中心に行われますので、迂回などにご協力くだ
さい

　　道の駅
地域交流施設

　地域の安全・安心な農産物を直売するほか、地
場産品を使った料理、中心市街地に不足する駐車
場などを提供します。

▼ 特産品直売所 ▼ フードコート ▼ トイレ（24ｈ）

▼休憩、情報、自販機コーナー（24ｈ） ▼駐車場
（普通車156台・身障者用₄台・24ｈ）

問い合わせ　道の駅　☎(50)1183

　　川の駅
河川利用情報発信施設・水辺交流センター

　大型の洪水ハザードマップなどによる防災学習
の場や、水辺利用時の休憩室などが整備されてい
ます。非常時には水防活動の拠点となります。

▼防災教育展示室 ▼多目的研修室 ▼レンタルサイ
クル ▼総合案内（施設案内、観光案内、各種利用
受付） ▼クラブハウス（プレジャーボート、カヌー
利用）
問い合わせ　川の駅　☎(52)1138

ご注意
　地域交流施設（道の駅）
以外の施設は、原則₄月₁
日㈭から運用開始となるた
め、₃月31日㈬までは一部
休止している施設がありま
す。

水の郷さわら　主な施設

■係留桟橋・舟運発着桟橋

　小野川や利根川周辺を回遊
する観光船の乗船や、ボート
などの昇降スロープ、桟橋が
利用できます。

（係留は原則日没まで）

　地域資源である水辺を活かした、新たな地域のにぎわいの拠点「水の郷さわら」が、
₃月27日㈯にオープンします。
問い合わせ　市街地整備課　☎(50)1232オープニングイベント
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平
成
23
年
度
か
ら
導
入
す
る
戸

別
所
得
補
償
制
度
の
実
施
に
向
け

て
、
平
成
22
年
度
に
米
戸
別
所
得

補
償
モ
デ
ル
事
業
、
水
田
利
活
用
自

給
力
向
上
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

米
の
モ
デ
ル
事
業

　

恒
常
的
に
生
産
に
要
す
る
費
用

が
、
販
売
価
格
を
上
回
る
米
に
対

し
て
、
所
得
補
償
の
交
付
金
を
国

が
直
接
支
払
い
ま
す
。

■
事
業
の
仕
組
み

◇
定
額
部
分　

10
ａ
当
た
り

1
万
5
千
円
︵
全
国
一
律
︶

◇
変
動
部
分　

当
年
産
の
販
売
価

格
が
標
準
的
な
販
売
価
格
︵
過

去
3
年
平
均
︶
を
下
回
っ
た
場
合
、

そ
の
差
額
を
基
に
変
動
部
分
の
交

付
単
価
を
算
定

■
交
付
対
象　

米
の
﹁
生
産
数
量

目
標
﹂
に
即
し
た
生
産
を
行
っ
た

販
売
農
家
・
集
落
営
農
の
組
織

■
交
付
対
象
面
積　

主
食
用
米
の

作
付
面
積
か
ら
一
律
10
ａ
控
除
し

て
算
定

■
対
策
の
ポ
イ
ン
ト

①
生
産
数
量
目
標
に
即
し
た
生
産
者

に
対
し
て
の
メ
リ
ッ
ト
措
置

②
地
域
協
議
会
な
ど
を
経
由
せ
ず
、

国
が
直
接
交
付
金
を
支
払
う

③
米
価
変
動
に
対
応
し
、
補
償
対

象
の
米
価
水
準
ま
で
所
得
を
補
償

す
る
﹁
岩
盤
対
策
﹂

④
要
件
の
確
認
な
ど
は
、
市
や
香

取
市
水
田
農
業
推
進
協
議
会
な
ど

と
連
携

⑤
自
給
率
向
上
事
業
と
セ
ッ
ト
で

措
置
す
る
こ
と
で
、
食
料
自
給
率

の
向
上
を
実
現

自
給
率
向
上
事
業

　

水
田
を
有
効
活
用
し
て
、
麦
、

大
豆
、
米
粉
・
飼
料
用
米
な
ど
の
生

産
を
行
う
販
売
農
家
に
対
し
、
主

食
用
米
並
み
の
所
得
を
確
保
し
得

る
水
準
の
交
付
金
を
国
が
直
接
支

払
い
ま
す
。

■
対
策
の
ポ
イ
ン
ト

①
生
産
数
量
目
標
の
達
成
に
関
わ

ら
ず
助
成
対
象

②
作
付
面
積
の
実
績
に
応
じ
て
全

国
統
一
単
価
︵
0.1
a
単
位
︶
で
交

付
︵
そ
の
他
作
物
を
除
く
︶

③
そ
の
他
作
物
に
対
す
る
交
付
は
、

単
価
︵
1
万
円
／
10
a
︶
に
基
づ

く
支
援
枠
を
設
け
、
県
が
交
付
対

象
作
物
・
単
価
を
設
定

④
新
た
に
二
毛
作
助
成
︵
戦
略
作
物

1
万
5
千
円
／
10
a
︶
を
実
施

⑤
現
行
よ
り
交
付
額
が
減
少
す
る
地

域
の
た
め
、
交
付
単
価
の
加
算
が
で

き
る
激
変
緩
和
措
置
を
講
じ
る

問
い
合
わ
せ

農
政
課　
　
　
　

☎
（50）
1
2
5
8

新
し
い
米
政
策
が
始
ま
り
ま
す

　70歳から74歳までの人で、医療機関などの窓
口での自己負担割合が1割の人は、引き続き平
成23年₃月31日㈭まで₁割に据え置かれます。
　ただし、₈月に前年の所得をもとに₃割へ変
更となる場合があります。
　₃月下旬に新しい高齢受給者証を送付しま
す。₄月₁日㈭以降、医療機関などにかかる際
には保険証と一緒に窓口へ提示してください。
　新しい高齢受給者証の有効期限は₇月31日㈯
までのため、一部負担の割合の欄には「₂割（平
成22年₇月31日までは₁割）」と記載されてい
ます。₈月₁日㈰以降の高齢受給者証は、₇月
下旬に送付します。
■対象者
・香取市国民健康保険に加入している人
・現在お持ちの高齢受給者証の一部負担の割合
の欄に「₂割（平成22年₃月31日までは₁割）」
と記載されている人
問い合わせ　国保年金課　☎(50)1228

70歳から74歳までの
自己負担割合₁割が据え置き

 新型インフルエンザのワクチン接種には、助
成制度があります。
■対象　世帯全員の市民税が非課税の人や生活
保護を受けている人など
■申請期限　3月31日㈬まで
※優先接種対象の人だけでなく、健康な成人な
どすべての人がワクチンの接種を受けることが
できます。接種を希望される人は、必ず事前に
かかりつけ医にご相談ください
問い合わせ　健康づくり課　☎(50)1235

ワクチン接種費用を助成
申請は₃月31日㈬までに

世帯全員の市民税が非課税の人
生活保護を受けている人などへ

　

市
で
は
快
適
で
住
み
よ
い
街

づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
計
画
的

に
下
水
道
整
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
き
れ
い
な
生
活
環
境
を
作

る
た
め
、
下
水
道
が
整
備
さ
れ

た
地
域
の
家
庭
は
、
早
め
に
下

水
道
に
接
続
し
ま
し
ょ
う
。

■
平
成
21
年
度
整
備
区
域

◇
佐
原
処
理
区　

玉
造
・
佐
原

ホ
・
佐
原
イ
・
篠
原

◇
小
見
川
処
理
区　

下
小
川

※
い
ず
れ
も
各
地
域
の
一
部
区
域

　

下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
区
域

で
は
、
宅
内
の
ト
イ
レ
を
水
洗

化
し
、
台
所
・
風
呂
・
洗
濯
な

定
し
た
業
者
以
外
は
行
う
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

　

工
事
の
申
し
込
み
は
、
直
接

指
定
工
事
店
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
市
へ
の
書
類
申
請
手
続
き

の
代
行
か
ら
施
工
ま
で
指
定
工

事
店
が
行
い
ま
す
。

　

指
定
工
事
店
へ
の
連
絡
先

は
、
市
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
下
水
道
使
用
料

　

下
水
道
の
使
用
が
開
始
さ
れ

る
と
、
使
用
者
の
皆
さ
ん
に
は

下
水
道
使
用
料
を
納
め
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

使
用
料
は
、
下
水
道
の
施
設

が
十
分
に
役
割
を
果
た
す
た
め

に
、
汚
水
の
処
理
費
用
な
ど
に

あ
て
ら
れ
ま
す
。

※
井
戸
水
使
用
世
帯
の
人
で
、

井
戸
を
廃
止
し
た
場
合
や
、
世

帯
人
員
に
異
動
が
あ
っ
た
場
合

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ

下
水
道
課　
　

☎
（54）
3
5
2
1

下水道区域が拡大

ど
の
生
活
排
水
を
、
で
き
る
だ

け
早
く
下
水
道
へ
接
続
す
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
現
在
、
浄
化
槽
を
使
っ

て
い
る
家
庭
も
、
浄
化
槽
を
通

さ
ず
に
直
接
下
水
道
に
接
続
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
接
続
工
事

　

家
庭
か
ら
の
汚
水
を
下
水
道

本
管
に
取
り
入
れ
る
た
め
の
ま

す
を
﹁
公
共
ま
す
﹂
と
い
い
、

設
置
工
事
は
市
が
行
い
ま
す
。

　

家
庭
で
は
、
水
洗
ト
イ
レ
や

風
呂
、
台
所
な
ど
の
汚
水
を
、

﹁
公
共
ま
す
﹂
ま
で
流
す
排
水

設
備
の
工
事
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
排
水
設
備
は
す
べ
て
宅

地
内
に
設
け
ら
れ
、
個
人
で
負

担
し
管
理
し
ま
す
。

　

接
続
工
事
な
ど
の
資
金
に
つ

い
て
、
指
定
の
金
融
機
関
か
ら

融
資
を
受
け
る
場
合
は
、
利
子

補
給
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

■
工
事
は
指
定
工
事
店
で

　

排
水
設
備
工
事
は
、
市
が
指

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
毎
年
人

口
動
態
調
査
を
実
施
し
て
い
ま

す
。こ
の
調
査
は
、出
生
・
死
亡
・

死
産
・
婚
姻
・
離
婚
の
各
届
書

を
も
と
に
、
出
生
や
死
亡
の
状

況
な
ど
を
調
べ
る
も
の
で
す
。

　

今
年
は
、
国
勢
調
査
も
行
わ

れ
る
た
め
、
届
書
に
職
業
の
記

入
と
、
死
亡
届
に
は
産
業
の
記

入
も
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

■
調
査
期
間　

4
月
1
日
㈭
～

平
成
23
年
3
月
31
日
㈭

■
対
象　

出
生
・
死
亡
・
死
産
・

婚
姻
・
離
婚
の
届
け
出
を
さ
れ

る
人

問
い
合
わ
せ

市
民
課　
　
　

☎
（50）
1
2
1
0

出
生
・
婚
姻
・
死
亡
な
ど
の

届
け
出
時
に
調
査
の
ご
協
力
を

　平成22年度分の福祉タクシー券の受け付け
が、4月1日㈭から始まります。
■対象
障害者タクシー券
身体障害者手帳3級以上、療育手帳Ａ判定以上、
精神障害者保健福祉手帳1級
高齢者通院専用タクシー券
全員が65歳以上の世帯に属する76歳以上の人
■持物　認印、障害者は障害者手帳、じん臓機
能障害により透析を受けている人は特定疾病療
養受療証も持参
問い合わせ　介護福祉課　☎(50)1208
　　　　　　障害福祉課　☎(50)1252
　　　　　　小市民課　　☎(82)1115
　　　　　　山市民課　　☎(78)2114
　　　　　　栗市民課　　☎(75)2117

福祉タクシー券の交付

下
水
道
の
あ
る
快
適
な
く
ら
し

　

香
取
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
で
は
、
業

務
の
効
率
化
と
見
直
し
を
図
る
た
め
、
一
部

地
域
を
除
き
浄
化
槽
の
保
守
点
検
と
清
掃
業

務
か
ら
撤
退
し
ま
す
。

　

該
当
す
る
地
域
の
皆
さ
ん
は
、
4
月
1
日

㈭
か
ら
次
の
指
定
業
者
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
撤
退
地
域

合
併
浄
化
槽
全
域

　

佐
原
区
・
栗
源
区

単
独
浄
化
槽
一
部
地
域

　

津
宮
、
大
倉
、
北
佐
原
、
新
島
地
区
、
野

間
谷
原
、
石
納
、
栗
源
区

■
指
定
業
者

浄
化
槽
保
守
点
検
・
清
掃
業
許
可
業
者

▼
㈱
佐
原
清
掃
セ
ン
タ
ー
︵
香
取
︶

☎
（57）
0
5
7
0

▼
㈱
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
︵
飯
島
︶

☎
（57）
3
2
8
3

▼
㈱
緑
環
境
︵
佐
原
イ
︶ 

☎
（55）
1
5
1
6

▼
㈱
環
境
衛
生
美
研
︵
大
倉
︶ 

☎
（57）
1
6
0
6

▼
㈱
五
十
嵐
商
会
北
総
営
業
所
︵
長
岡
︶

☎
（78）
3
0
1
4

浄
化
槽
保
守
点
検
業
者

▼
㈲
香
取
設
備
︵
新
里
︶ 

☎
（78）
2
3
2
7

問
い
合
わ
せ

香
取
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合 

☎
（78）
1
1
8
2

環
境
安
全
課 

☎
（50）
1
2
4
8

浄
化
槽
維
持
管
理
業
務
の

エ
リ
ア
変
更
と
指
定
業
者

小見川区域 佐原区域

51
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平
成
22
年
度
の
固
定
資
産
税

に
係
る
土
地
・
家
屋
価
格
な
ど

の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
納
税
者
の
皆
さ
ん

が
、
自
己
の
土
地
・
家
屋
の
評

価
額
が
適
正
で
あ
る
か
を
確
認

す
る
制
度
で
、
自
己
の
土
地
・

家
屋
の
評
価
額
と
ほ
か
の
土

地
・
家
屋
の
評
価
額
を
比
較
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
日
時　

4
月
1
日
㈭
～
30

日
㈮ 

8
時
30
分
～
17
時
15
分

︵
土
・
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
︶

■
場
所　

税
務
課
・
各
区
市
民

課■
縦
覧
で
き
る
人　

固
定
資
産

税
の
納
税
者
・
納
税
者
と
同
居

し
て
い
る
親
族
納
税
者
の
代
理

人
︵
委
任
状
必
要
︶

※
自
己
の
土
地
・
家
屋
が
非
課

税
や
免
税
点
未
満
の
納
税
義
務

者
は
対
象
外

■
縦
覧
内
容

土
地
の
納
税
者

　

土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
︵
所

在
、地
番
、地
目
、地
積
・
評
価
額
︶

家
屋
の
納
税
者

　

家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
︵
所

在
、
家
屋
番
号
、
種
類
、
構
造
、

床
面
積
、
評
価
額
︶

■
必
要
な
も
の　

納
税
通
知

書
、
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険

証
な
ど
縦
覧
で
き
る
人
で
あ
る

こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の
。
代

理
人
は
委
任
状
。
閲
覧
無
料

問
い
合
わ
せ

税
務
課　
　
　

☎
（50）
1
2
4
2

小
市
民
課　
　

☎
（82）
1
1
1
3

山
市
民
課　
　

☎
（78）
2
1
1
5

栗
市
民
課　
　

☎
（75）
2
1
1
2

　

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
利
用

実
績
、
地
域
住
民
・
利
用
者
の

意
見
や
鉄
道
と
の
接
続
な
ど
を

考
慮
し
て
、4
月
1
日
㈭
か
ら
、

佐
原
区
循
環
バ
ス
運
行
時
刻
な

ど
を
改
正
し
、
更
な
る
利
便
性

向
上
の
た
め
市
内
4
カ
所
に
停

留
所
を
増
設
し
ま
す
。

　

循
環
バ
ス
の
運
行
な
ど
、
継

続
的
な
地
域
の
交
通
手
段
の
確

保
の
た
め
に
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
積
極
的
な
利
用
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
通
院
・
通
学
・
買

い
物
な
ど
、
地
域
の
皆
さ
ん
の

足
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

運
行
ル
ー
ト
の
変
更

　

大
戸
・
瑞
穂
ル
ー
ト
﹁
大
戸

駅
前
～
関
～
み
ず
ほ
台
中
央
～

大
戸
一
本
松
﹂
停
留
所
間
は
、

第
1
便
の
み
逆
回
り︵
左
回
り
︶

で
運
行
し
ま
す
。
運
行
ル
ー
ト

は
、﹁
大
戸
一
本
松
～
み
ず
ほ

台
中
央
～
関
～
大
戸
駅
前
﹂
と

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
3
月
27
日
㈯
オ
ー
プ

ン
の
、
道
の
駅
・
川
の
駅
﹁
水

の
郷
さ
わ
ら
﹂
へ
乗
り
入
れ
ま

す
。

増
設
停
留
所
設
置
箇
所

　

新
た
に
4
カ
所
停
留
所
を
増

設
し
ま
す
。

﹁
水
の
郷
さ
わ
ら
﹂
⋮
﹁
市
役

所
前
﹂
～
﹁
県
立
佐
原
病
院
﹂

間
︵
道
の
駅
・
川
の
駅
敷
地
内
︶

さ
ら
に
充
実

�
市
内
公
共
交
通

﹁
寺
宿
﹂
⋮
﹁
牧
野
﹂
～
﹁
忠

敬
橋
﹂
間
︵
佐
原
八
日
市
場
線

沿
い
︶

﹁
東
関
戸
﹂
⋮
﹁
忠
敬
橋
﹂
～
﹁
佐

原
駅
﹂間︵
佐
原
関
戸
郵
便
局
前
︶

﹁
諏
訪
神
社
﹂
⋮
﹁
佐
原
駅
﹂

～﹁
忠
敬
橋
﹂間︵
諏
訪
神
社
前
︶

運
行
時
刻
表

　

各
便
の
出
発
時
刻
の
変
更
に

伴
い
、
各
停
留
所
で
の
乗
降
時

刻
が
大
幅
に
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
運
行
時
刻
表

を
確
認
し
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

運
行
時
刻
表
は
、
市
役
所
1

階
情
報
コ
ー
ナ
ー
や
バ
ス
車
内

に
設
置
し
て
あ
る
ほ
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

　

佐
原
駅
と
多
古
町
を
結
ぶ
路

線
バ
ス
Ｊ
Ｒ
栗
源
線
は
、
平
成

　

市
で
は
、
防
災
情
報
や
不
審

者
情
報
な
ど
の
緊
急
情
報
を
携

帯
電
話
に
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ

す
る
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
4
月
1
日
㈭
で
登
録
さ

れ
て
い
る
全
て
の
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
を
解
除
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
シ
ス
テ
ム
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
と
卒
業
入
学
の
時
期

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
登
録
の
再

確
認
を
す
る
た
め
に
実
施
す
る

も
の
で
す
。
引
き
続
き
メ
ー
ル

配
信
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

お
手
数
で
も
再
度
の
登
録
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
解
除
日
時　

4
月
1
日
㈭　

11
時

※
3
月
25
日
㈭
と
4
月
1
日
㈭

に
、
登
録
リ
セ
ッ
ト
の
お
知
ら

せ
メ
ー
ル
を
配
信
し
ま
す
。
4

月
1
日
㈭
の
正
午
以
降
に
再
登

録
を
お
願
い
し
ま
す

問
い
合
わ
せ

防
災
行
政
無
線
情
報
に
関
す
る
こ
と

総
務
課 

☎
（50）
1
2
0
1

不
審
者
情
報
に
関
す
る
こ
と

学
校
教
育
課 

☎
（50）
1
2
3
9

サ
ー
ビ
ス
全
般
に
関
す
る
こ
と

秘
書
広
報
課 

☎
（50）
1
2
0
4

固
定
資
産
税
の
縦
覧

佐
原
区
循
環
バ
ス

21
年
9
月
か
ら
多
古
町
と
の
協

調
補
助
路
線
と
し
て
運
行
し
て

い
ま
す
。

　

新
た
に
、
2
つ
の
割
引
制
度

を
導
入
し
運
行
し
て
い
ま
す
の

で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

①
平
日
通
学
定
期
券
の
発
行

　

土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
、
平

日
通
学
定
期
券
を
乗
務
員
に
提

示
す
る
こ
と
で
、
大
人
普
通
運

賃
の
5
割
引
で
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

平
日
通
学
定
期
券
︵
1
カ
月

定
期
券
︶
は
、
水
郷
佐
原
観
光

協
会
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

②
シ
ル
バ
ー
割
引

　

65
歳
以
上
の
利
用
者
は
、
大

人
普
通
運
賃
の
5
割
引
で
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

保
険
証
な
ど
の
年
齢
が
わ
か

る
も
の
の
提
示
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
保
険
証
な
ど
に
よ
り
年

齢
が
確
認
が
で
き
た
ら
、
乗
務

員
が
﹁
シ
ル
バ
ー
割
引
証
﹂
を

渡
し
ま
す
の
で
、
2
回
目
以
降

は
、こ
の
﹁
シ
ル
バ
ー
割
引
証
﹂

を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
課　

☎
（50）
1
2
0
6

　

市
で
は
、
認
知
症
の
人
と
そ

の
家
族
の
支
援
者
で
あ
る
目
印

と
し
て
、﹁
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

認
定
ス
テ
ッ
カ
ー
﹂
を
作
制
し

ま
し
た
。

　

デ
ザ
イ
ン
は
一
般
公
募
し
、

48
作
品
の
応
募
の
中
か
ら
、﹁
左

の
輪
が
高
齢
者
、
右
の
輪
が
若

い
世
代
を
表
し
て
い
て
優
し
さ

が
伝
わ
る
﹂
と
評
価
さ
れ
た
、

小
見
川
高
校
2
年
の
篠
塚
美
咲

さ
ん
の
デ
ザ
イ
ン
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
ス
テ
ッ
カ
ー
は
、﹁
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
﹂
で
あ
る
事
を

意
思
表
示
す
る
人
に
配
布
し
ま

す
の
で
、
自
宅
・
店
舗
・
事
業

所
な
ど
に
貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

す
で
に
﹁
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
﹂
の
人
で
、
ス
テ
ッ
カ
ー

を
希
望
す
る
人
は
、
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

佐
原
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

☎
（50）
1
2
3
1 

小
見
川
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー 

☎
（82）
0
7
1
8

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」

認
定
ス
テ
ッ
カ
ー
完
成
！デザインを考案した

篠塚美咲さん

　
﹁
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
﹂
を
受
講
し
、
認
知
症
に

つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、
偏
見

を
持
た
ず
、
認
知
症
の
人
や
家

族
に
対
し
て
温
か
く
見
守
る
応

援
者
と
し
て
、
自
分
の
で
き
る

範
囲
の
事
を
す
る
人

認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
と
は

　織幡区では、宝くじの助成金を活用し、
老朽化した神輿の修復を行いました。
　この修復により、区の中心的行事である
初酉祭も復興し、地域の伝統文化の保存継
承、地域コミュニティの一層の醸成が期待
されます。

　なお、この助成事業は、コミュニティの
健全な発展を図るとともに、宝くじの普及
広報を目的に㈶自治総合センターが助成を
行っています。
問い合わせ　市民活動推進課　☎(50)1261

宝くじ助成金で
神輿を修復

　₄月₁日 か ら、
香取市行政組織の
一部を変更します。
市 役 所 は、₈部30
課 か ら₈部28課 体
制となります。

市民課
　市民課に国保年
金課を編入します。国保年金課で行ってい
た国民健康保険、国民年金、後期高齢者医
療関係の業務は、市民課で取り扱うことと
なります。
■業務の問い合わせ
◇戸籍、住民票、印鑑登録など
　☎(50)1210　
◇国民健康保険、後期高齢者医療、国民年
金など　☎(50)1228
　
水道課
　玉造浄水場内に設置していた、水道管理
課と水道工務課を統合し、新たに水道課を
設置します。
■業務の問い合わせ
◇水道事業の予算・決算・出納、事業計画 
など　☎(55)8383  
◇水道施設の維持管理・整備、水質管理な
ど　　☎(55)8384
問い合わせ　総務課　☎(50)1201

香取市行政組織の変更

緊
急
情
報
メ
ー
ル

　

登
録
が
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
ま
す

Ｊ
Ｒ
栗
源
線
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香
取
市
に
は
、
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
や
出
来
事
が

盛
り
だ
く
さ
ん
。
こ
こ

で
は
、
そ
ん
な
ホ
ッ
ト

な
ま
ち
の
話
題
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

走
っ
て
競
っ
て
地
域
交
流

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
地
域
交
流
大
会

国
際
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
開
催

本
語
で
楽
し
く
交
流

日

▲選手宣誓をする高
たか

岡
おか

直
なお

人
と

さん（香取KFC）

　

香
取
市
近
郊
の
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
相
互
の
仲
間
意
識
と

連
帯
感
を
高
め
る
た
め
、
香

取
郡
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
地

域
交
流
大
会
が
、
2
月
14
日

に
佐
原
河
川
敷
緑
地
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
寒
空
の
中
、
チ
ー

ム
対
抗
駅
伝
や
学
年
別
ミ
ニ

マ
ラ
ソ
ン
を
行
い
、
寒
さ
も

吹
き
飛
ぶ
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
、
応
援
に
駆
け
付

け
た
家
族
か
ら
も
白
熱
し

た
声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
児
童
た
ち
は
、

走
る
こ
と
を
通
し
、
団
を

超
え
て
親
睦
を
深
め
、
ス

ポ
ー
ツ
が
大
好
き
な
仲
間

と
友
情
を
深
め
ま
し
た
。

▲寒さに負けず元気にスタート

▲チーム対抗で行われた駅伝

　

市
で
は
、
生
涯
学
習
人
材
バ
ン
ク
事

業
推
進
協
議
会
を
通
し
て
﹁
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
研
修
会
﹂を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

研
修
会
で
は
、
魅
力
あ
る
講
師
の
も

と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
理
解
を
深
め
る

た
め
、
歴
史
や
活
動
事
例
な
ど
を
楽
し

く
学
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
度
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
の

講
師
を
務
め
て
い
た
だ
い
た
、
常
磐
大

学
大
学
院　

吉
永
宏
教
授
か
ら
、
今
後

の
香
取
市
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
ご
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課　
　
　
　

☎
（50）
1
2
2
4

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
期
待

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
風
を

か
と
り
か
ら

　

昨
年
、
香
取
市
と
私
の
つ
な
が
り
が

始
ま
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
躍

し
て
い
る
方
々
、
地
域
の
活
動
に
参
加

し
た
い
と
考
え
て
い
る
方
々
と
、
共
に

学
ぶ
機
会
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

受
講
者
は
、
潜
在
的
な
意
味
で
は
そ

こ
に
参
加
し
て
い
る
指
導
者
の
1
人
で

す
。
す
な
わ
ち
﹁
万
人
皆
師
な
り
﹂
と

い
う
昔
か
ら
の
言
い
な
ら
わ
し
の
通
り

で
、
生
涯
学
習
は
す
べ
て
の
人
が
互
い

に
指
導
者
で
あ
り
、受
講
者
な
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
私
の
考
え
を
香
取
の
方
た

ち
に
受
け
入
れ
て
い
た
だ
け
た
と
思

い
、﹁
ま
た
来
ま
す
﹂
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
研
修
会
の
参
加
者
と
約
束
し
ま
し

た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
発
展
へ
の
鍵

　

こ
の
春
、日
本
で
初
め
て
と
い
う﹁
道

の
駅
・
川
の
駅
﹂
が
誕
生
す
る
と
、
係

の
方
か
ら
構
想
の
説
明
を
お
聴
き
し
ま

し
た
。

常磐大学大学院
吉永宏 教授

　

市
内
在
住
の
外
国
人
た
ち
と
交
流

を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、
香
取
市
国

際
交
流
協
会
に
よ
る
国
際
交
流
パ
ー

テ
ィ
ー
が
、
2
月
21
日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
同
協
会
が

行
っ
て
い
る
日
本
語
教
室
の
生
徒
た

ち
に
よ
る
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ

ス
ト
が
行
わ
れ
、
生
徒
た
ち
は

日
本
で
経
験
し
た
こ
と
や
母
国

の
紹
介
な
ど
を
話
し
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
出
身
の
ト
ン
チ
ョ
さ
ん

は
、
ギ
タ
ー
を
弾
き
な
が
ら
歌

も
披
露
し
、
会
場
を
楽
し
ま
せ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
書
道
や
茶
道
、
折
り

紙
な
ど
の
日
本
文
化
を
体
験
し

た
り
、
参
加
者
同
士
で
情
報
交

換
し
た
り
と
、
楽
し
い
交
流
と

な
り
ま
し
た
。

▲書道に挑戦する参加者

▲日本語で熱唱する
トンチョさん

₂月17日右見て・左見て・安全に
　幼児交通安全教室が山田
児童館で行われました。参加
した親子は、「森のくまさん」
の替え歌とダンスで楽しく交
通安全を学び、山田区事務所
前の横断歩道では、実際に左
右を確認し横断する訓練も行
われました。保護者も、子ど
もと同じ目線で横断歩道を渡
り、いかに車が見づらいかを
確認していました。

₂月21日舟運復活で地域振興
　利根川舟運・地域づくり協
議会による「取手宿ひなまつ
り体験屋形船モニタリングツ
アー」が開催され、参加者ら
は横利根閘門ふれあい公園か
ら乗船し、水郷の風情ただよ
う船旅を満喫しました。今後
は、係留桟橋を備えた道の駅・
川の駅「水の郷さわら」のオー
プンにより、新たな観光資源
として、利根川舟運復活が期
待されています。

りがとう  いのち
みんなで人権を考えるつどい㏌香取あ

▲すばらしい歌声を披露した李さん

　家庭や学校などで、子どもの人権が侵されいる深刻な社会問
題を踏まえ、「子どもの人権を守ろう」をテーマに、人権フォー
ラムが、₂月20日に佐原中央公民館で開催されました。
　中学生人権作文で最優秀賞に選ばれた市内外生徒による作文
発表や、社会福祉法人一

いち

粒
りゅう

会
かい

理事長の花崎みさを氏の講演、歌
手の李

い ぢ ょ ん み

政美さんによるトーク＆ライブショーが開かれました。
　李さんは、東京生まれの在日コリアン₂世として、幼少時代
は辛い体験もしたそうです。現在は、朝鮮民謡・フォークソン
グをはじめ、ドラマや映画の挿入歌などを手がけながら、いろ
いろな活動を続けています。その、李さんの澄み切った歌声に、
観衆は時間を忘れて聴き入っていました。
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₂月₅日㈮ 社会福祉大会

  ₆日㈯　体育協会新年会

  ₇日㈰　生涯学習フェスティバル

　　　　　　舟運フォーラム

  ₈日㈪　水田農業推進協議会通常総会

  ₉日㈫　₂月議会臨時会／議会全員協議会

  10日㈬　行政協力員協議会視察研修（11日まで）

  12日㈮　成田国際空港騒音対策委員会香取・

　　　　　　神崎部会会議

    14日㈰　香取郡市スポーツ少年団地域交流大会

　　　　　　東部土地改良区府馬工区通常総代会

  15日㈪　東京大学公共政策大学院佐原ゼミ

  16日㈫　香取広域市町村圏事務組合議会定例会

  18日㈭　「チーバくんカウトダウンボード」点灯式

  19日㈮　香取地区高齢者クラブ連合会芸能大会

  20日㈯　市民カレッジ閉校式

  22日㈪　定例記者会見

  24日㈬　市議会₃月定例会開会

  28日㈰　黒部川左岸土地改良区総代会

【まちかど通信】
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香
取
遺
産

₂月の主な行動

▲みんなで人権を考
えるつどいin香取

（₂月20日）

₂月14日平家琵琶の音色を堪能
　わかりやすい解説と、琵琶
の音色で「平家物語」を楽し
んでもらおうと、伽

か

瑠
る

茶
ちゃ

倶楽
部による「平家琵琶を聴く会」
が、観福寺(山倉)で開かれま
した。前田流平家詞曲相伝　
鈴木まどかさんが奏でる琵琶
の音色を聴きながら写経体験
も行われ、参加者は「リラッ
クスして良い体験ができまし
た」と、話していました。

　

こ
の
、
素
晴
ら
し
い
内
容
に
、
県
内

だ
け
で
な
く
全
国
か
ら
﹁
一
度
は
香
取

に
行
っ
て
み
た
い
﹂
と
期
待
さ
れ
る
た

め
に
は
、
施
設
を
生
か
す
こ
と
は
当
然

で
す
が
、
人
は
人
を
求
め
て
集
ま
っ
て

く
る
と
い
う
大
昔
か
ら
の
大
原
則
を
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

　

香
取
に
は
、
小
江
戸
と
い
う
素
晴
ら

し
い
歴
史
と
文
化
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
大
昔
か
ら
先
人
た
ち
は
川
と
い
う

自
然
の
恵
み
を
活
か
し
つ
つ
、
労
働
と

楽
し
み
と
後
継
者
育
成
を
進
め
て
き
た

の
で
し
ょ
う
。
お
祭
り
も
そ
の
一
つ
の

か
け
が
え
の
な
い
伝
承
で
す
。
そ
の
心

と
形
を
駅
伝
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
の
よ
う

に
次
か
ら
次
に
手
渡
し
て
ゆ
こ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
は

た
ら
き
に
、
多
く
の
市
民
が
い
ろ
い
ろ

な
形
で
参
加
す
る
こ
と
が
﹁
道
の
駅
・

川
の
駅
﹂
の
繁
栄
の
鍵
で
す
。
ま
さ
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
が
望
ま
れ
る
、
香

取
発
展
の
ま
た
と
な
い
好
機
を
活
か
し

ま
し
ょ
う
。

₂月14日能楽の魅力を体感
　座・音遊の講座「気合い
の伝承」（千葉県地域活性化
プラットフォーム事業）が、
佐原文化会館で行われまし
た。5回目を迎えた講座は、
能楽囃子の楽器や気合（息
遣い、呼吸）の入れ方などの
解説を取り入れ、能楽を楽し
むだけでなく、普段聞くこと
のできない内容を感じる講座
となりました。

₂月16日健康の維持増進に最適
　身体の歪みを正し、エネル
ギーの流れを正常にして、健
康の維持増進を図る、経絡
体操教室が佐原中央公民館
で行われました。この日は、
仕事場や家庭などで立った
ままできる体操を中心に行わ
れ、参加者たちは、慣れな
いポーズのバランスやゆっく
りした動きの体操で汗を流し
ました。

国
体
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
ボ
ー
ド
点
灯

体
ま
で
あ
と
何
日
？

国

　

県
内
の
国
体
開
催
市

町
を
リ
レ
ー
し
て
い
る

﹁
チ
ー
バ
く
ん
カ
ウ
ン
ト

ダ
ウ
ン
ボ
ー
ド
﹂
が
、
2

月
17
日
に
香
取
市
に
や
っ

て
き
ま
し
た
。

　

18
日
に
は
、
市
役
所

ロ
ビ
ー
で
、
佐
原
み
ど
り

幼
稚
園
の
園
児
ら
と
と
も

に
、
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

ボ
ー
ド
の
点
灯
式
を
行
い

ま
し
た
。

　

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
ボ
ー

ド
は
、
3
月
31
日
㈬
ま
で

各
区
事
務
所
な
ど
の
施
設

に
設
置
さ
れ
、
国
体
の
開

催
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

▲園児の掛け声とともに点灯を行う宇井市長
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当
地
に
お
い
て
、
鎌
倉
時
代
中

頃
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
盛
ん

に
下
総
型
板
碑
が
造
立
さ
れ
た
こ

と
は
以
前
紹
介
し
ま
し
た
が
、
新

里
地
区
に
は
平
安
時
代
の
年
号
を

刻
む
と
い
わ
れ
る
板
碑
が
2
基
も

あ
り
ま
す
。
平
安
時
代
の
板
碑
と

な
れ
ば
、
日
本
で
一
番
古
い
板
碑

と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
も
指

定
文
化
財
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば

穏
や
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

一
つ
は
、
萬ま

ん

蔵ぞ
う

院い
ん

本
堂
前
の
片

隅
に
建
つ
長

ち
ょ
う

嘉か
　
い
た
　
び

板
碑
と
い
わ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。
材
質
は
雲
母
片

岩
。
頂
部
は
三
角
形
に
作
ら
ず
平

坦
で
頂
部
、
側
面
と
も
面
取
り
せ

ず
、
粗
い
成
形
痕
を
残
し
て
い
ま

す
。
高
さ
1
ｍ
25
㎝
、
幅
1
0
6

㎝
、
厚
さ
9
～
10
㎝
。
碑
面
に
二

重
線
で
三
角
頂
と
横
長
の
方
形
輪

郭
を
作
り
、
上
方
に
蓮れ

ん

華げ

天て
ん

蓋が
い

、

中
央
に
蓮れ

ん

台だ
い

に
の
る
阿あ

弥み

陀だ

の
梵ぼ

ん

字じ

﹁
キ
リ
ク
﹂、
蓮
台
の
左
右
端
に

﹁
長
嘉
元
年
六
月
二
□
﹂、﹁
右
□

□
□
□
﹂、﹁
□
阿
弥
陀
佛
聖
﹂、﹁
霊

第
四
十
九
□
﹂
の
銘
を
刻
し
て
い

ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
新
里
字
馬
場

9
3
0
の
墓
地
阿
弥
陀
堂
前
に
建

つ
寛か

ん

治じ

板い
た

碑び

と
い
わ
れ
て
い
る
も

の
で
す
。
材
質
も
横
長
の
碑
面
を

意
識
し
た
形
ま
で
前
者
と
よ
く
似

て
い
ま
す
。
2
条
線
や
輪
郭
線
は

な
く
頂
部
直
下
に
蓮
華
天
蓋
、
中

央
に
蓮
台
・
円
相
を
伴
う
阿
弥
陀

の
梵
字
を
配
し
て
い
ま
す
。
現
在

は
碑
面
の
摩
滅
が
著
し
く
判
読
で

き
ま
せ
ん
が
、
蓮
台
の
左
側
︵
碑

面
に
向
か
っ
て
右
側
︶
に
﹁
寛
治

の
紀
年
が
か
す
か
に
読
み
と
れ
﹂

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
﹁
寛
治
﹂
は
、
西
暦
1
0
8
7

～
1
0
9
4
年
の
平
安
時
代
の
年

号
で
す
。﹁
長
嘉
﹂
と
い
う
年
号

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、﹁
長
嘉
紀
年

は
私
年
号
で
堀
河
天
皇
御
代
西
暦

千
百
六
年
﹂
と
解
釈
さ
れ
、
両
板

碑
は
平
安
時
代
の
板
碑
と
し
て
昭

板碑に罪はない

和
56
年
6
月
22
日
付
け
で
山
田
町

の
指
定
文
化
財
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
板
碑
の
製
作
年
代
を

平
安
時
代
と
す
る
こ
と
は
、
以

前
か
ら
疑
問
が
あ
っ
た
よ
う
で

す
。﹁
長
嘉
﹂
と
い
う
私
年
号
の

使
用
例
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
。﹁
寛
治
﹂
の
誤
読
な
ど
。
年

号
を
ど
う
読
む
か
と
い
う
こ
と
よ

り
も
、
ま
ず
成
形
技
法
、
全
体
の

形
、
碑
面
の
と
り
方
、
天
蓋
・
瓔

珞
・
蓮
台
の
表
現
法
な
ど
、
当
時

す
で
に
制
作
年
代
の
わ
か
っ
て
い

た
資
料
と
比
較
検
討
す
れ
ば
、
平

安
時
代
の
板
碑
と
す
る
こ
と
は
な

か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
年
代
の
明
ら
か
に

な
っ
て
い
る
資
料
と
比
較
す
る
と
、

い
ず
れ
も
14
世
紀
後
半
以
降
の
作

と
思
わ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課　
　

☎
（50）
1
2
2
4

「平安時代の年号を刻む板碑」

▲長嘉板碑

▲寛治板碑
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山田ふるさと農園
■場所　神生字九十九塚地先（東総有料
道路終点より₃分）
■内容　₁区画30㎡（複数区画希望も可）
60区画を超えた場合は先着順
■利用料　年間6000円（指導者付・共同
休憩所などあり）
■利用期間　貸付決定日から₁年間（継
続・更新可能）
■申込　随時申し込み可能
問山まちづくり課　☎（78）1051

道の駅くりもとふれあい農園
貸し農園
◇場所　沢字西ノ内地先
◇面積　₁区画50㎡
◇利用料　年間10000円（指導者付・共
同休憩所などあり）
◇利用期間　申し込み時から平成23年₃
月31日㈭まで（継続・更新可能）
◇申込　₃月31日㈬まで

（期間外も相談に応じます）
農産物オーナー
　種まき・植え付けから農産物の収穫ま
で（₅月～11月ころ）
◇参加費　さつまいも…10株1500円、落
花生…10株700円、とうもろこし…10本
1500円、枝豆…10株700円
親子体験教室
◇落花生作り体験教室　参加費　2000円

（親子₂人で食事・落花生10株付き）
◇さつまいも作り体験教室　参加費　
2500円（親子₂人で食事・さつまいも10
株付き）
◇申込　いずれも₃月31日㈬まで
問道の駅くりもと　☎（70）5151

貸し農園
農産物オーナー募集

親
子
と
成
人
の
保
健

4月

■
日
時　

3
月
25
日
㈭　

16
時

30
分
～

■
場
所　

県
立
佐
原
病
院
1
階

多
目
的
ホ
ー
ル

■
内
容　

日
常
診
療
で
よ
く
み

る
不
整
脈　

︱
危
険
度
と
そ
の

治
療
︱　

講
師
：
県
立
佐
原
病

院
循
環
器
内
科　

小
川
恭
秀
医

師■
参
加
費　

無
料︵
予
約
不
要
︶

問
県
立
佐
原
病
院

　
　
　
　
　
　

☎
（54）
1
2
3
1

■
日
時　

4
月
11
日
㈰
、
5
月

9
日
㈰　

9
時
～
正
午
︵
毎
月

第
2
日
曜
日
︶

■
場
所　

小
見
川
消
防
署
、
佐

原
消
防
署

■
定
員　

各
署
20
人︵
先
着
順
︶

※
3
時
間
の
講
習
会
受
講
者
に

　

初
夏
の
風
物
詩
と
な
っ
た
山

田
区
橘
ふ
れ
あ
い
公
園
の
鯉
の

ぼ
り
。
今
年
も
4
月
下
旬
か
ら

5
月
上
旬
に
鯉
の
ぼ
り
を
掲
揚

し
ま
す
。

　

家
庭
で
使
わ
な
く
な
っ
た
鯉

の
ぼ
り
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
4

月
9
日
㈮
ま
で
に
窓
口
へ
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

■
鯉
の
ぼ
り
受
入
先　

商
工
観

光
課
、
山
田
区
ま
ち
づ
く
り
課

鯉
の
ぼ
り
ま
つ
り

■
日
時　

5
月
3
日
㈷
︵
雨
天

時
4
日
㈷
に
順
延
︶

■
場
所　

橘
ふ
れ
あ
い
公
園

問
商
工
観
光
課
☎

（50）
1
2
1
2

　

成
田
赤
十
字
病
院
は
、
現
在

4
週
6
休
制
︵
第
2
・
4
土
曜

日
休
診
︶
で
診
療
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、4
月
1
日
㈭
か
ら﹁
週

休
2
日
制
﹂
を
実
施
し
、
診
療

日
を
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で

に
変
更
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
や
関
係
者
に

は
大
変
ご
不
便
を
お
掛
け
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
成
田
赤
十
字
病
院

　
　

☎
0
4
7
6

（22）
2
3
1
1

■
受
検
資
格　

所
定
の
実
務
経

験
が
あ
る
人

■
受
検
職
種　

園
芸
装
飾
、
造

園
、
金
属
熱
処
理
、
粉
末
冶
金
、

機
械
加
工
、
放
電
加
工
、
金
属

プ
レ
ス
加
工
、
鉄
工
、
建
築
板

金
、
工
場
板
金
、
仕
上
げ
、
電

子
機
器
組
立
て
、
電
気
機
器
組

立
て
、
産
業
車
両
整
備
、
建
設

機
械
整
備
、婦
人
子
供
服
製
造
、

印
刷
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形
、

と
び
、
左
官
、
築
炉
、
ブ
ロ
ッ

ク
建
築
、
タ
イ
ル
張
り
、
畳
製

作
、
防
水
施
工
、
内
装
仕
上
げ

施
工
、
熱
絶
縁
施
工
、
サ
ッ
シ

施
工
、化
学
分
析
、表
装
、塗
装
、

広
告
美
術
仕
上
げ
、
写
真
、
フ

ラ
ワ
ー
装
飾
、路
面
標
示
施
工
、

産
業
洗
浄
、
3
級
機
械
保
全

■
等
級　

1
級
、
2
級
、
3
級

︵
一
部
の
職
種
︶、
単
一
等
級

■
受
付
期
間　

4
月
5
日
㈪
～

16
日
㈮

■
受
検
手
数
料

▽
実
技　

1
6
5
0
0
円

▽
学
科　

3
1
0
0
円

■
試
験
日　

6
月
7
日
㈪
～
9

月
12
日
㈰
の
指
定
日

■
合
格
発
表

▽
3
級
職
種
︵
金
属
熱
処
理
お

よ
び
写
真
を
除
く
︶
⋮
8
月
27

日
㈮

▽
1
級
・
2
級
・
単
一
等
級
・

3
級
︵
金
属
熱
処
理
お
よ
び
写

真
︶
⋮
10
月
1
日
㈮

問
千
葉
県
職
業
能
力
開
発
協
会

☎
0
4
3
︵
2
9
6
︶
1
1
5
0

HP

http://w
w

w
.chivada.

or.jp

　

子
ど
も
対
象
の
主
催
事
業

で
、
子
ど
も
た
ち
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
一
緒
に
活
動
で
き
る
人

を
募
集
し
ま
す
。

■
対
象　

高
校
生
、
大
学
生
、

社
会
人
で
20
歳
前
半
の
人

　…問い合わせ　　…申し込み　　…受け付け　　…応募 　　 …フリーダイヤル　　 …ファクス　　…メールアドレス　　…ホームページアドレスHP

【暮らしの情報】

■
活
動
日　

土
・
日
曜
日
で
月

1
回
程
度
、
夏
休
み
期
間
中
の

都
合
の
良
い
日

応
県
立
水
郷
小
見
川
少
年
自
然

の
家 

☎
（82）
1
3
4
3

■
対
象　

園
児
、
小
学
生

■
内
容　

日
本
の
航
空
1
0
0

年
を
記
念
し
た
﹁
1
0
0
年
後

の
空
飛
ぶ
乗
り
物
﹂
の
絵
画
、

デ
ザ
イ
ン
、
工
作
な
ど

■
募
集
期
間　

4
月
1
日
㈭
～

9
月
30
日
㈭

■
展
示
期
間　

11
月
2
日
㈫
～

30
日
㈫　

航
空
科
学
博
物
館
2

階
展
示
室

※
優
秀
作
品
に
は
賞
品
を
贈
呈

し
ま
す

問
航
空
科
学
博
物
館

　
　

☎
0
4
7
9

（78）
0
5
5
7

募集

お知らせ

講座
教室

県
立
佐
原
病
院

健
康
教
室

平
成
22
年
度

前
期
技
能
検
定

応
急
手
当

救
命
講
習
会

少
年
自
然
の
家

キ
ャ
ン
プ
リ
ー
ダ
ー

成
田
赤
十
字
病
院

週
休
2
日
制
へ

鯉
の
ぼ
り
を

お
譲
り
く
だ
さ
い

航
空
キ
ッ
ズ
ア
ー
ト

展
作
品

〈広告〉〈広告〉 〈広告〉

　　

健
診
の
対
象
地
区
は
、　
　

…

佐
原
・
栗
源
区
、　
　
　

…
小
見

川
･
山
田
区
で
、（　

）
内
は
対

象
者
の
生
年
月
日
で
す
。

■
4
カ
月
児
健
診

　
　
　

…
14
日
㈬　

13
時
〜
13
時

30
分
（
平
成
21
年
11
〜
12
月
生
）

■
10
カ
月
児
健
診

　
　

…
28
日
㈬　

13
時
〜
13
時
30

分
（
平
成
21
年
5
〜
6
月
生
）

■
1
歳
6
カ
月
児
健
診

　
　
　

…
6
日
㈫　

12
時
30
分
〜

12
時
45
分（
平
成
20
年
8
〜
9
月
生
）

　
　

…
21
日
㈬　

13
時
〜
13
時
30

分
（
平
成
20
年
9
月
生
）

■
2
歳
児
歯
科
健
診

　
　
　

…
9
日
㈮　

12
時
30
分
〜

12
時
45
分（
平
成
19
年
10
〜
11
月
生
）

■
3
歳
児
健
診

　
　

…
20
日
㈫　

13
時
〜
13
時
15

分
（
平
成
18
年
10
月
生
）

集
団
予
防
接
種

■
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種

　
　

…
8
日
㈭　

13
時
30
分
〜
13

時
50
分

　
　
　

…
27
日
㈫　

12
時
30
分
〜

12
時
50
分

■
ポ
リ
オ
予
防
接
種

　
　

…
13
日
㈫　

13
時
30
分
〜
13

時
50
分

個
別
予
防
接
種

※
市
内
契
約
医
療
機
関
で
接
種

■
三
種
混
合
予
防
接
種

■
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種

■
離
乳
食
教
室
︵
要
申
込
︶

　
　

…
23
日
㈮　

13
時
15
分
〜
13

時
30
分

■
こ
と
ば
と
こ
こ
ろ
の
相
談
・
教

室
︵
要
申
込
︶

「
子
ど
も
と
の
関
わ
り
」「
こ
と

ば
・
聞
こ
え
」「
運
動
発
達
」
な
ど
、

乳
幼
児
期
発
達
上
の
、
心
配
ご
と

の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

■
み
ん
な
の
健
康
相
談

血
圧
測
定
や
尿
検
査
、
子
ど
も
の

身
体
計
測
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
　

…
1
日
㈭

　
　

…
2
日
㈮

　
　
　

…
5
日
㈪

　
　

…
7
日
㈬

い
ず
れ
も
9
時
30
分
〜
10
時
30
分

　
　

…
佐
原
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

…
小
見
川
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　

…
山
田
区
事
務
所

　
　

…
栗
源
保
健
セ
ン
タ
ー

※
表
記
の
時
間
は
受
付
時
間
で
す

問
健
康
づ
く
り
課
☎

（50）
1
2
3
5

子
ど
も
の
健
診

子
ど
も
の
予
防
接
種

各
種
教
室
・
相
談

開
催
場
所

小
見
川

小
見
川

佐
原

佐
原

佐
原

小
見
川

小
見
川

小
見
川

佐
原

佐
原

佐
原

佐
原

小
見
川

栗
源
山
田

佐
原

佐
原

栗
源
山
田
小
見
川

　

平
成
22
年
度
か
ら
、
健
康
相

談
は
、
佐
原
・
小
見
川
は
毎

月
、
山
田
・
栗
源
は
4
・
7
・

10
・
1
月
に
実
施
し
、
骨
密
度

測
定
は
、
佐
原
は
偶
数
月
、
小

見
川
は
奇
数
月
、
山
田
・
栗
源

は
4
・
1
月
に
行
い
ま
す
。

暮
ら
し
の

情
報

2010. March

3
月

		  1	 2	 3	 4	 5	 6

	7	 8	 9	 10	 11	 12	 13

	14	 15	 16	 17	 18	 19	 20

	21	 22	 23	 24	 25	 26	 27

	28	 29	 30	 31



� 広報 2010年（平成22年）3月15日

　

小
見
川
文
化
協
会
写
真
部
初

心
者
グ
ル
ー
プ
の
作
品
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■
日
時　

3
月
21
日
㈷
～
31
日

㈬　

10
時
～
17
時
︵
最
終
日
は

15
時
ま
で
︶

■
場
所　

小
見
川
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
ア
ピ
オ

■
内
容　

自
由
作
品
、
テ
ー
マ

写
真
﹁
春
を
撮
る
﹂

■
入
場
料　

無
料

問
小
生
涯
学
習
担
当

 
☎

（82）
1
1
9
3

　

絵
本
は
心
を
つ
な
ぐ
魔
法
の

扉
。﹁
語
る
べ
ぇ
栗
源
﹂
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
そ
っ
と
開
い

て
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。

は﹁
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
修
了
証
﹂

を
交
付

申
開
催
月
第
1
日
曜
日
の
17
時

ま
で
に
次
へ

小
見
川
消
防
署
☎

（83）
0
1
1
9

佐
原
消
防
署 
☎

（52）
4
1
1
1

　

豊
か
な
人
権
感
覚
を
身
に
つ

け
る
こ
と
は
必
要
か
つ
重
要
な

こ
と
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
作
っ
た
標
語

を
鑑
賞
し
ま
せ
ん
か
。

■
期
間　

3
月
24
日
㈬
～
28
日
㈰

■
場
所　

山
田
公
民
館
1
階
展

示
ロ
ビ
ー

問
生
涯
学
習
課
☎

（50）
1
2
2
4

【暮らしの情報】

市民活動推進課　☎（54）1138　　小自治振興課　☎（82）1112

山自治振興課　　☎（78）2111　　栗自治振興課　☎（75）2111

山田区事務所    ₃月24日㈬  予約日　₃月17日㈬

市役所          ₄月₇日㈬  予約日　₃月31日㈬

小見川区事務所  ₄月20日㈫  予約日　₄月13日㈫

●行政相談・人権相談

  ₃月19日㈮　13時30分〜15時30分

　市民活動推進課　☎（54）1138　　小自治振興課　☎（82）1112

　山自治振興課　　☎（78）2111　　栗自治振興課　☎（75）2111

  ₄月20日㈫　13時30分〜15時30分

  市民活動推進課　☎（54）1138

●消費生活相談　₉時〜16時

　商工観光課　4月2日㈮・5日㈪・7日㈬・9日㈮・12日㈪・14日㈬・

  16日㈮  ☎（50）1300（4月1日㈭〜。3月31日㈬までは☎（50）1212）

  小自治振興課　₃月25日㈭　☎（82）1112

●司法書士による法律相談　10時〜15時

　市役所  ₃月16日㈫、₄月13日㈫

　（予約者優先　市民活動推進課　☎（54）1138）

●交通事故相談（要予約）  10時〜15時

　環境安全課　₃月23日㈫　☎（50）1248

●心配ごと相談　10時〜15時

　社会福祉協議会本所　₄月₁日㈭　☎（54）4410

●�精神保健福祉相談（要予約）

　₃月30日㈫、₄月₇日㈬・13日㈫　13時30分〜

●�エイズ、クラミジア、梅毒、B型・C型肝炎検査（無料・要予約）

　₄月12日㈪・26日㈪　13時〜14時受付

●配偶者からの暴力に関する相談（要予約）　毎週水曜日

　電話での相談（毎週月〜金曜日）　₉時〜17時　☎（52）9310

●女性のための健康相談（要予約）　

  ₃月25日㈭　13時30分～15時30分　☎（52）9157

身近な相談室
市民相談 閉庁日を除く毎日　₈時30分～16時30分　

法律相談 市民対象　9時30分～14時� 予約は市民活動推進課☎（54）1138
受付は予約日の₈時30分から10人まで� ☎（50）1261

そのほかの相談

千葉県香取健康福祉センターの相談　☎（52）9161

相談は無料です。安心してお気軽にお電話ください。

☎０４７８－７９－０３７０

円心司法書士事務所 代表司法書士

植野  玄治

円心で親身に
          応対します。
  きっと生活が楽になりますよ。

まぁるいこころ

民事裁判・不動産登記・会社登記・成年後見・相続・遺産分割・遺言・供託・告訴・告発・・・なんでもご相談ください。

秘密
厳守

千葉県香取市北三丁目12番地18 第一北新ビル2階（国道356号線沿い佐原消防署前）

え  ん し  ん

借金に関するご相談は土・日・祝日
電話対応中・毎日夜１0時まで受付

返済でお困りの方へ
一人で苦しまないで！
法律と私はあなたの味方です。

〈広告〉

小
見
川
文
化
協
会

写
真
部
写
真
展

佐 原 信 用 金 庫
http://www.shinkin.co.jp/sawara/

お問い合わせ先

平成22年4月30日まで
詳しくは店頭、ATMコーナーのチラシまたは、ホームページをご覧ください

☎0478-54-2125

佐 原 信 金 検索

〈広告〉

火葬
埋葬

〈広告〉

催し
香
取
市
人
権
標
語
展

　

暖
か
い
春
の
訪
れ
を
芳
香
で
知
ら
せ
る

﹁
水
仙
﹂
が
、
3
月
下
旬
か
ら
見
ご
ろ
と
な

り
ま
す
。ニ
ホ
ン
ズ
イ
セ
ン
の
ほ
か
に
、ラ
ッ

パ
咲
き
、
カ
ッ
プ
咲
き
、
変
わ
り
咲
き
な
ど
、

約
5
万
本
の
水
仙
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

期
間
中
は
、
20
時
ま
で
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ

れ
ま
す
。

■
期
間　

3
月
27
日
㈯
～
4
月
4
日
㈰

■
内
容　

期
間
中
の
土
・
日
曜
日
に
は
里
山

公
園
で
野
点
や
甘
酒
無
料
サ
ー
ビ
ス
、
古
代

米
の
も
ち
つ
き
大
会
な
ど

問
道
の
駅
く
り
も
と　
　
　

☎
（70）
5
1
5
1

　

佐
原
公
園︵
諏
訪
︶と
十
間
川︵
市
役
所
横
︶

で
は
、
4
月
1
日
㈭
か
ら
15
日
㈭
ま
で
、
香

取
神
宮
で
は
16
日
㈮
ま
で
、﹁
さ
く
ら
祭
り
﹂

を
開
催
し
ま
す
。

　

夜
は
、
ぼ
ん
ぼ
り
で
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ

た
夜
桜
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

4
月
4
日
㈰
に
十
間
川
で
イ
ベ
ン
ト
︵
雨
天
中
止
︶

■
佐
原
囃
子
と
手
踊
り　

10
時
30
分
～
・
11

時
30
分
～
・
13
時
30
分
～
・
15
時
～　

如
月

会
に
よ
る
演
奏
と
祭
遊
会
に
よ
る
手
踊
り

■
野
点　

11
時
～
15
時

■
右
近
左
近
︵
双
子
夫
婦
︶
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

シ
ョ
ー　

11
時
～
・
14
時
～

問
水
郷
佐
原
観
光
協
会 

☎
（52）
6
6
7
5

　

4
月
1
日
㈭
か
ら
5
月
16
日
㈰
ま
で
、﹁
水

郷
お
み
が
わ
桜
つ
つ
じ
ま
つ
り
﹂
が
桜
の
名

所
城
山
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

城
山
公
園
案
内
所
周
辺
と
赤
橋
周
辺
は
、

3
月
25
日
㈭
か
ら
4
月
18
日
㈰
ま
で
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
ま
す
。

桜
つ
つ
じ
ま
つ
り
の
イ
ベ
ン
ト

■
ボ
ン
ボ
リ
点
灯　

3
月
25
日
㈭
～

■
水
郷
お
み
が
わ　
＂
い
な
か
日
和
＂
市
街
地

観
光
ミ
ニ
ツ
ア
ー　

黒
部
川
桜
並
木
遊
覧
船

付
︵
無
料
︶　

4
月
3
日
㈯
・
4
日
㈰

■
野
点　

4
月
3
日
㈯
・
4
日
㈰　

清
風
荘

■
よ
さ
こ
い
鳴
子
踊
り　

4
月
4
日
㈰　

11

時
30
分
～　

案
内
所
前

■
お
花
見
コ
ン
サ
ー
ト　

4
月
4
日
㈰　

正
午
～

問
小
ま
ち
づ
く
り
課 

☎
（82）
1
1
1
7

道
の
駅
く
り
も
と
「
水
仙
ま
つ
り
」

水
郷
お
み
が
わ
桜
つ
つ
じ
ま
つ
り

佐
原
の
「
さ
く
ら
祭
り
」

■
対
象　

幼
児
・
小
学
1
～
2

年
生
と
保
護
者

■
日
時　

3
月
20
日
㈯ 

10
時
～

■
場
所　

栗
源
公
民
館
視
聴
覚
室

■
参
加
費　

無
料

問
栗
生
涯
学
習
担
当

 

☎
（75）
2
1
7
1

　

自
然
の
中
で
の
教
育
を
通
し

青
少
年
の
健
全
育
成
を
行
っ
て

い
る
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
へ
体
験

入
隊
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

 

今
回
は
、
野
外
で
の
焼
き
マ

シ
ュ
マ
ロ
作
り
と
楽
し
い
ゲ
ー

ム
を
体
験
し
ま
す
。

■
対
象　

保
育
園
・
幼
稚
園
の

年
中
・
年
長
児
童
、小
学
1
年
生

■
日
時　

3
月
20
日
㈯　

10
時

30
分
～
11
時
30
分

■
場
所　

香
取
神
宮
神
徳
館

■
参
加
費　

無
料

問
香
取
神
宮　

☎
（57）
3
2
1
1

　

銚
子
商
業
高
等
学
校
と
山
田

中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
に
よ

る
、
地
域
と
子
ど
も
会
が
一
体

と
な
っ
た
音
楽
鑑
賞
会
。
日
曜

の
ひ
と
と
き
を
す
て
き
な
音
楽

で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

3
月
28
日
㈰　

13
時

30
分
～
15
時
30
分　

開
場
13
時

■
場
所　

山
田
公
民
館
ホ
ー
ル

問
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
︵
生

涯
学
習
課
内
︶
☎

（50）
1
2
2
4

■
日
時　

3
月
28
日
㈰　

9
時

～
15
時

■
場
所　

東
庄
県
民
の
森
︵
芝

生
広
場
・
ふ
る
さ
と
館
︶

■
内
容　

新
鮮
野
菜
朝
市
、
春

の
山
野
草
の
展
示
即
売
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

出
展
者
募
集

■
募
集
区
画　

15
区
画

■
出
展
料　

1
区
画
5
0
0
円

■
申
込　

東
庄
県
民
の
森
へ

問
東
庄
県
民
の
森

 

☎
（87）
0
3
9
3

　

普
段
な
か
な
か
お
目
に
か
か

れ
な
い
航
空
部
品
、
エ
ア
ラ
イ

ン
グ
ッ
ズ
な
ど
を
格
安
で
販
売

す
る
好
評
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

■
日
時　

3
月
20
日
㈯
～
22
日

㉁　

10
時
～
17
時
︵
22
日
㉁
は

16
時
ま
で
︶

■
場
所　

航
空
科
学
博
物
館
1

階
多
目
的
ホ
ー
ル

■
入
場
料　

大
人
5
0
0
円
、

中
高
生
3
0
0
円
、
子
ど
も

︵
4
歳
以
上
︶
2
0
0
円

問
航
空
科
学
博
物
館

　
　

☎
0
4
7
9

（78）
0
5
5
7

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

ス
プ
リ
ン
グ
フ
ァ
ミ

リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

体
験
集
会

東
庄
県
民
の
森

さ
く
ら
祭
り

航
空
ジ
ャ
ン
ク
市



広報 82010年（平成22年）3月15日

人口と世帯

₃月₁日現在
人　口／85,278人（−62）
　　　男42,133人（−28）
　　　女43,145人（−34）
世帯数／29,317戸（＋12）

広報かとりは再生紙を使用しています

文芸文芸
　

は
が
き
1
枚
に
俳
句
2
句
・
短
歌
2
首
の
ど
ち
ら
か

と
、
本
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒
2
8
7

－

8
5
0
1　

広
報
か
と
り
﹁
俳
句
﹂
ま
た
は
﹁
短
歌
﹂

の
係
ま
で
。
毎
月
15
日
ま
で
の
到
着
分
を
審
査
し
、
翌
月

号
に
掲
載
。
掲
載
さ
れ
る
作
品
は
、
選
者
に
よ
り
評
を
踏

ま
え
て
添
削
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■作品募集

負
け
ん
気
の
男
孫
書
き
た
る
書
初
め
の
「
な
の
花
」
太

く
い
た
く
逞
し�

長
嶋　

理
子
︵
高
萩
︶

裸
木
の
け
や
き
を
透
き
て
光
の
び
朝
日
の
ぼ
り
来く　

春

近
づ
き
ぬ�

菅
井　

昌
子
︵
牧
野
︶

シ
ャ
ッ
タ
ー
の
降
り
し
ま
ま
な
る
商
店
の
日
除
け
煽
り

て
風
吹
き
通
る�

八
角　

厚
子
︵
鳥
羽
︶

通
り
雨
過
ぎ
し
甍い

ら
か

に
薄う

っ
す

ら
と
け
む
り
立
つ
見
ゆ
日
ざ
し

返
り
て�

加
藤　

昭
︵
田
部
︶

腹
ば
い
に
雑
巾
が
け
す
る
幼
子
の
笑
顔
う
れ
し
く
水
を

替
え
や
る�

髙
木　

イ
ト
︵
大
根
︶

　

 

香
取
歌
壇 

稲
村　

恒
次
選

主
婦
わ
れ
の
愚
痴
も
詰
め
込
む
ご
み
袋
清
掃
車
も
て
運

ば
れ
て
行
く 

伊
藤　

か
つ
江
︵
津
宮
︶

評
・
主
婦
と
し
て
の
苛
立
ち
や
愚
痴
も
、
ご
み
と
一
緒
に
詰
め
込

ん
で
清
掃
車
に
運
ば
せ
た
と
い
う
知
的
発
想
で
あ
る
が
、
充
分
に

共
感
が
得
ら
れ
よ
う
。
結
句
に
心
の
澱
を
全
て
捨
て
去
っ
た
爽
涼

感
が
出
て
余
情
と
な
っ
て
い
る
。

パパ 英幸さん
ママ 彩加さん

お祭りだいすき ! マンマだ
いすき !

香
か

取
とり

 咲
さき

ちゃん（佐原イ）

パパ 哲也さん
ママ 圭子さん

いつもニコニコ、我が家の
元気くん。

佐
さ と う

藤 匠
しょうご

悟くん（牧野）

パパ 輝さん
ママ 希美さん

お歌とダンスとアンパンマ
ンが大好き !

本
ほ ん ま

間 桜
お う か

華ちゃん（府馬）

パパ 一さん
ママ 香織さん

いたずらで明るく元気な男
の子 ! お歌が大好きです !

小
こ

堀
ぼり

 一
かず

樹
き

くん（谷中）

パパ 健太郎さん
ママ 美穂さん

働くのりもの大好き ! 外遊
びも大好き !

髙
たかはし

橋 健
けん

吾
ご

くん（大島）

パパ 公由さん
ママ 香苗さん

自由奔放な 3 番目。今は
ボール遊びに夢中です。

小
こ く ぼ

久保 聖
まさと

くん（小見）

パパ 学さん
ママ 惠美子さん

お祭り大好きの元気な男の
子です ! 今年はパパと一緒
にワッショイ !!

浅
あさ

野
の

 蓮
れん

くん（岩部）

パパ 学さん
ママ 優さん

祭りとアンパンマンがだ～
いすき !!

石
いしかわ

川 萌
め い

衣ちゃん（佐原イ）

管理栄養士／根本正枝（栗源病院）

肉の表面をこんが
り焼いて、ソース
をジューッとかけ
ていただきましょ
う。

⑳

❶�鶏肉は塩こしょうをしておく。

❷トマトは皮をむきへたをとり、粗いみじん
　切り。あさつきは小口切り。

❸フライパンで油を熱し、鶏肉を広げて焼く。
　皮のついた方をカリッと仕上げる。食べや
　すい大きさにスライスしておく。

❹ボールにトマト、Ａをあわせておく。

❺皿に鶏肉を盛り、④をかけ、あさつきを散
　らしていただく。

︻
作
り
方
︼

340kcal
塩分 1.0g1 人分

材料₄人分

鶏胸肉………………500g
塩………………………2g
こしょう……………少々
油……………… 大さじ1
トマト…………… 1/2ケ
酢……………… 小さじ2
醤油…………… 小さじ2
ごま油………… 小さじ1
あさつき…………… 10g

Ａ

チキンソテー  トマトソース 　山田区の長岡地区に
は、樹木に囲まれた静
かな山中に、竜の口か

ら水が流れる滝のある場所があります。
神秘的なここは何と呼ばれているでしょ
うか？

広報かとり₃月₁日号出題の解答です。皆さんわかりました？

　小見川区の白井地区には常
ひ た ち

陸の神の池（現
在の鹿島港）に続いていて、昔から水が涸

か

れ
たことがないと言われている井戸があります。さて、この井
戸の名前は何でしょうか？　

　滝不動は、数十年前に地元の人が夢のお告げによって滝壷
から不動像を掘り出して奉ったのがきっかけとされ、現在で
は一般の人にも信仰されています。静寂の中にも落差約₃ｍ
から流れ落ちる滝の音が聞こえ、独特の雰囲気があります。

正解は

正解は

 白井の王井戸B

 滝不動A

1歳
10カ月

1歳
10カ月

　白井の王井戸の中には、滝や水源地に祀
まつ

られる水神の石造物
があります。白井という地名の由来は、雨が降り風が起ころう
とする日の前に、井戸の中から白い煙のように立ちのぼること
からきていると伝えられています。

1歳
10カ月

1歳
10カ月

市税の納付は
口座振替が便利です

　市税の納付には、期限内
に自動引き落としとなる口座
振替が便利で確実です。
　希望者は市役所、金融機
関などへ預金通帳と届出印
を持参し、申し込みください。

1歳
9カ月

1歳
9カ月

1歳
10カ月

1歳
9カ月

【市民のひろば】

第27問

第28問

Vol.14

解答編

　

 

香
取
俳
壇 

増
田　

斗
志
選

う
わ
さ
ま
た
七
十
五
日
や
蓬

よ
も
ぎ

萌
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　

 

諏
訪　

好
道
︵
白
井
︶

評
・「
蓬
」
と
言
え
ば
す
ぐ
「
蓬
餅
」
や
「
艾
も
ぐ
さ」
な
ど
が
連
想
さ
れ
、

人
間
の
生
活
と
深
く
拘
わ
っ
て
い
る
植
物
で
あ
る
こ
と
に
気
付
く
。

古
人
の
言
う
「
人
の
噂
も
七
十
五
日
」
の
語
を
引
用
し
て
面
白
く

味
わ
い
深
い
一
句
と
な
っ
た
。

海
峡
を
行
き
交
ふ
船
や
夕
霞

 

尾
形　

孟
︵
み
ず
ほ
台
︶

日
溜
り
の
こ
こ
だ
け
昏
れ
ぬ
金
鳳
花

 

山
本　

美
津
江
︵
阿
玉
台
︶

水
温
む
一
村
包
む
日
の
ひ
か
り

 

嶋
田　

昭
三
︵
佐
原
イ
︶

年
始
め
四
十
年
余
の
老
い
日
誌

 

土
方　

と
し
子
︵
み
ず
ほ
台
︶

水
仙
花
集
団
登
校
の
笑
顔
か
な

 

太
田　

正
彦
︵
富
田
︶

　海神の怒り
を鎮めるため、
豊玉姫神社（香
取市貝塚）、東
大社（東庄町）
と、雷神社（旭
市）の₃社が、
外川浜へ渡御

したのが起源とされる銚子大神幸祭。20年に
一度の時代絵巻が、₄月10日㈯から12日㈪ま
で斉行されます。
問銚子市観光協会　☎0479(22)1544

写真コンクールを開催
■募集作品　900年の伝統を誇る「銚子大神
幸祭」らしさを象徴する作品
■応募方法　水郷小見川観光協会まで持参か
郵送
■締切　₅月31日㈪（当日消印有効）
問水郷小見川観光協会　☎(82)1117

20年に一度の時代絵巻

▲前回行われた大神幸祭

豊玉姫神社（貝塚）

銚子外川浜へ神輿を渡御

　

間
も
な
く
オ
ー
プ
ン
を
迎
え

る
﹁
水
の
郷
さ
わ
ら
﹂
は
、
道

の
駅
と
川
の
駅
の
機
能
を
持
っ

た
施
設
で
、
香
取
市
の
新
た
な

交
流
拠
点
。
利
根
川
に
面
す
る

施
設
の
裏
側
に
は
、
舟
の
発
着

や
カ
ヌ
ー
体
験
な
ど
が
で
き
る

広
々
と
し
た
水
辺
の
エ
リ
ア
が

整
備
さ
れ
、
国
道
側
か
ら
見
る

景
観
と
は
違
っ
た
表
情
を
醸
し

出
し
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
﹁
水

の
郷
﹂
の
イ
メ
ー
ジ
に
ぴ
っ
た

り
。
休
日
に
は
、
の
～
ん
び
り

過
ご
せ
そ
う
な
場
所
で
す
。

　

水
の
郷
さ
わ
ら
オ
ー
プ
ン
の

日
、
道
の
駅
く
り
も
と
で
は
、

初
め
て
の
開
催
と
な
る
﹁
水
仙

ま
つ
り
﹂
が
始
ま
り
ま
す
。
里

山
の
約
5
0
0
0
0
本
の
水
仙

が
見
ご
ろ
を
迎
え
そ
う
で
す
。

　

市
内
の
﹁
道
の
駅
め
ぐ
り
﹂。

楽
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。︵
Ｔ
︶


